
 

 

1. 委員会概要 
1.1 委員会名称 

支承損傷に伴う牛深ハイヤ大橋の恒久対策技術検討委員会 

 

1.2 目的 

牛深ハイヤ大橋の支承において確認された損傷の原因究明および恒久対策の検討に際し、高

度な技術的・専門的見地から次の事項についての指導・助言を行うことを目的とする。 

（１）支承の損傷要因 

（２）損傷要因に基づく恒久対策 

（３）上記に掲げるもののほか、委員長が必要と認める事項 

 

1.3 委員構成 

委員会は以下の委員をもって構成する。 

委員長  松村 政秀  熊本大学 くまもと水循環・減災研究教育センター 教授 

委 員  山口 栄輝  九州工業大学 建設社会工学科 教授 

委 員  西田 秀明（～2022 年 3 月） 

国土交通省 国土技術政策総合研究所 

社会資本マネジメント研究センター 

熊本地震復旧対策研究室 室長（当時） 

委 員  白戸 真大（2022 年 4 月～） 

   国土交通省 国土技術政策総合研究所 道路構造物研究部 

橋梁研究室 室長 

委 員  大住 道生  国立研究開発法人 土木研究所 

構造物メンテナンス研究センター 

橋梁構造研究グループ 上席研究員 

 

1.4 委員会の開催 

表 1.4-1 に委員会の開催日および主な議題を示す。 

表 1.4-1 委員会の開催日程 

 開催日 主な議題 

第1回 
2021 年(R3) 

11 月 2 日 

・支承の損傷要因および恒久対策や再発防止の検討に必要な

調査の項目 

第2回 
2022 年(R4) 

7 月 12 日 

・現地調査、机上調査、損傷部観察、材料調査結果の評価 

・恒久対策方針（支承形式）への助言 

・恒久対策決定に向けた解析方法への助言 

第3回 
2022 年(R4) 

10 月 6 日 

・支承外面観察、全体挙動調査（現地計測および 3次元 FEM

による解析的調査）結果の評価 

・恒久対策方針（支承形式と支承取付構造）への助言 

第4回 
2022 年(R4) 

12 月 14 日 

・損傷の主要因の整理 

・恒久対策方針の策定（支承形式と支承取付構造）への助言 

第5回 
2023 年(R5) 

11 月 14 日 

・報告書の構成 

・今後の維持管理 
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